
１１．． 大大課課題題名名 
Ⅳ 情報処理等先端技術の活用による高生産システムの確立 

２２．． 課課題題名名 
直進アシストトラクタによる高精度畝立及び畝間除草技術の確立 

３３．．試試験験担担当当機機関関・・担担当当者者名名  
鹿児島県農業開発総合センター園芸作物部農機研究室 研究員専門員 重水剛  

４４．．実実施施期期間間 
    令和６年度～７年度【新規】 
５５．．試試験験場場所所 
    鹿児島県農業開発総合センター 

６６．．成成果果のの要要約約 
  直進アシスト仕様トラクタによる畝立ての作業精度は基準線からの距離が正確で、一定の行程間

隔も保たれ、直進性も優れることから、機械除草への適応性が高いことが確認された。また、本機

に装着したけん引式除草機で、定植１週間から２週間目に１回目を、定植３週間から４週間目に２

回目の除草作業を行うことで高い除草効果が期待できる。 

７７．．目目  的的 
  鹿児島県におけるサツマイモ栽培はマルチ栽培が主流であり、畝間の除草は背負い式動力噴霧

機やホースを引きながらの除草剤散布が主流であり、省力化が課題となっている。また、近年資

材高騰や環境保護の観点から除草剤の使用量低減が求められている。そこで直進アシストトラク

タにより、一直線で等間隔に畝立てするとともに、マルチを損傷しない、けん引式除草機による

畝間除草を検証する（写真１）。 

８８．．主主要要成成果果のの概概要要及及びび考考察察  

（１）直進アシスト仕様トラクタによる畝立ての作業精度 

  RTK直進アシスト仕様トラクタを供試した畝立ての作業精度は手動操舵区が２行程目以降、前

行程のマーカ跡を追従するため、後半の行程では基準線からの距離のズレが増幅されるのに対し、

RTK 直進アシスト仕様の自動操舵区は基準線とのずれが－２cm から＋３cm の範囲であった。ま

た、一定の行程間隔も保たれ、直進性も優れることから、機械除草への適応性が高いことが再確

認された（表１、図１）。 

（２）直進アシスト仕様トラクタによるけん引型式除草と慣行除草との作業時間の比較 

けん引式除草の 10aあたりの作業時間は、自動操舵区が 22.4分、手動操舵区が 18.0分、背負

い式動噴区が 32.3 分であった。自動操舵区の作業時間のうち、基準線作成のための A-B 点登録

には約３分を要した（表２）。今回は畝立て時に新たに基準線を作成したが、供試機の直進アシ

スト仕様は基準線の登録機能を備えており、同一圃場であれば、登録データを再利用できること

から、基準線作成は不要となる。 

（３）サツマイモの畝間除草における除草時期・回数の検討 

除草回数については、定植後１週＋３週＋５週の３回除草で、非常に高い除草効果が得られた

が、５週間で３回除草を行うことは労力的に困難であることから、最大でも２回除草が実用的で

あると考えられる。今回の２回除草では無除草に対し１週＋３週目除草が１％、２週＋４週目除

草が４％の残草量であったことから、定植１週間から２週間目に１回目を、定植３週間から４週

間目に２回目の除草作業を行うことで高い除草効果が得られると考えられた。 

９９．．問問題題点点とと次次年年度度のの計計画画  

  次年度の現地試験では、けん引式除草機の現地適応性やアシスト仕様トラクタを畝立てから除草

まで使用した場合の優位性等について検討する。 
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１１００．．主主ななデデーータタ  

図１ 基準線からの距離と直進性 

注）基準線からの距離を５ｍ毎に測定 

 

表１ 畝立ての行程間隔  

写真１ RTK 仕様トラクタと畝間除草機 
（ヤンマーYT225A、キューホーS4 カルチ） 

 

 

表２ けん引式除草と慣行除草の作業時間      表３ 定植６週後の残草状況  

自動操舵区 手動操舵区

a 7 7 3.5

試験区画 ｍ 78×９ 78×９ 78×4.5

ｍ 1.8 1.8 0.9

A-B点登録 2.9 － －

実作業 15.7 15.3 28.2

旋回 3.8 2.7 0.7

給水・薬液調製 － － 3.4

合計時間 分/10ａ 22.4（69） 18.0（56）32.3(100）

注）作業時間合計における（　）は，背負い式動噴区に対する比率

試験区面積

設定作業幅

作
業
時
間

分/10ａ

区 名 けん引式除草機 背負い式
動噴区

生草重（ｇ/㎡）
オヒ
シバ

メヒ
シバ

カヤツリ
グサ科

その他 合計
無処理
区比

１週 １回 70 0 15 140 226 （19）
１週＋３週 ２回 0 18 0.0 0.0 18 （1）
１週＋３週＋５週 ３回 0 0 0 0 0 （0）
２週 １回 9 5 67 3 84 （7）
２週＋４週 ２回 23 11 0.4 7 42 （4）
３週 １回 95 391 0 382 868 （73）
３週＋５週 ２回 46 220 0 0 266 （23）
４週 １回 226 590 7 124 947 （80）
５週 １回 764 90 3 210 1066 （90）
無処理 － 404 0 22 756 1181 （100）
　注）定植は2024年４月24日、残草調査は６月５日（定植42日後）
　　　調査は各区0.1225㎡（35cm×35cm）を２箇所実施

除草
回数

区名
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